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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

弁
護
士
会
及
び
弁
護
士
に
対
す
る
登
録
免
許
税
の
不
当
課
税
の
是
正
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 
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一 

 



 

さ
き
に
、
私
が
昭
和
五
十
二
年
二
月
二
十
六
日
に
提
出
し
た
表
題
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
政
府
の
答
弁
書 

（
内
閣
衆
質
八
〇
第
九
号
）
は
、
そ
の
内
容
が
簡
単
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
な
お
疑
問
の
点
が
あ
る
の
で
、
更
に
政

府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

第
一 

弁
護
士
会
に
対
す
る
不
当
課
税
の
是
正
に
つ
い
て 

 
私
は
さ
き
の
質
問
主
意
書
に
お
い
て
、
四
権
分
立
制
度
、
職
能
公
共
団
体
、
職
能
公
務
員
、
弁
護
士
自
治
権
、
「
日

弁
連
等
は
自
治
行
政
機
関
で
あ
り
、
課
税
主
体
で
あ
る
。
」
と
い
う
用
語
を
使
用
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
用
語
は
、
現

行
の
法
律
用
語
で
あ
る
か
ら
、
容
易
に
理
解
で
き
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
の
に
、
政
府
が
、
こ
れ
を
誤
解
し
て
答

弁
し
て
い
る
の
は
、
憲
法
及
び
弁
護
士
法
の
誤
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
更
に
質
問
す
る
。 

一 

政
府
は
行
政
機
関
の
大
本
で
あ
り
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
（
以
下
日
弁
連
と
い
う
。
）
及
び
弁
護
士
会
（
以
下 

弁
護
士
会
及
び
弁
護
士
に
対
す
る
登
録
免
許
税
の
不
当
課
税
の
是
正
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

三 

 



 

二 

弁
護
士
法
は
、
憲
法
と
同
様
、
ア
メ
リ
カ
的
法
律
学
に
従
つ
た
新
し
い
法
理
念
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た

た
め
、
弁
護
士
法
が
従
来
の
法
曹
及
び
法
学
者
に
と
つ
て
誠
に
難
解
で
あ
つ
た
こ
と
、
並
び
に
政
府
が
弁
護

士
法
の
施
行
に
つ
き
職
務
権
限
を
有
し
な
い
た
め
、
同
法
の
解
釈
を
誤
解
し
て
日
弁
連
等
及
び
弁
護
士
に
対

し
行
政
上
の
処
遇
を
誤
つ
た
結
果
、
国
民
の
間
に
右
法
理
念
が
、
未
だ
に
定
着
し
て
い
な
い
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
が
、
弁
護
士
法
は
実
定
法
と
し
て
二
十
八
年
間
施
行
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
政
府
と
日
弁
連 

こ
れ
ら
を
日
弁
連
等
と
い
う
。
）
は
、
行
政
府
及
び
司
法
府
の
権
限
の
う
ち
か
ら
、
統
治
権
よ
り
直
接
根
分
け

さ
れ
た
狭
小
な
行
政
権
限
を
持
つ
た
国
か
ら
独
立
し
た
自
治
行
政
機
関
で
あ
り
、
ま
た
、
政
府
に
は
内
閣
法

制
局
と
い
う
立
派
な
機
関
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
政
府
は
弁
護
士
法
の
立
法
に
関
与
す
る
こ
と
が
少
な
か

つ
た
け
れ
ど
も
、
同
法
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
並
び
に
日
弁
連
等
及
び
弁
護
士
が
納
得

で
き
る
よ
う
な
内
容
の
解
釈
を
示
し
て
周
知
す
る
と
共
に
、
同
法
の
施
行
に
協
力
す
る
職
責
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。 

四 

 



 

四 

政
府
は
、
日
弁
連
等
が
、
国
か
ら
の
委
譲
に
基
づ
い
て
行
つ
て
い
る
次
の
行
政
事
務
の
内
容
を
、
ど
の
よ

う
に
認
識
し
、
又
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
、
適
法
な
い
し
正
当
で
あ
る
と
考
え
る
の
か
。 

三 

弁
護
士
法
は
立
法
・
行
政
・
司
法
の
三
権
の
ほ
か
に
職
能
公
共
団
体
自
治
権
な
い
し
弁
護
士
自
治
権
を
創

設
し
た
が
、
こ
れ
は
憲
法
の
主
権
在
民
、
基
本
的
人
権
擁
護
の
基
本
原
則
に
基
づ
き
、
国
民
の
代
表
者
で
あ

る
国
会
が
、
統
治
権
か
ら
行
政
権
及
び
司
法
権
を
根
分
け
し
て
、
こ
れ
を
直
接
、
日
弁
連
等
及
び
弁
護
士
に

対
し
「
自
治
権
」
と
し
て
委
譲
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

(一 ) 

憲
法
は
、
「
国
民
主
権
を
維
持
・
発
展
す
る
た
め
に
は
、
立
法
・
行
政
・
司
法
の
三
権
に
対
立
し
て
、

国
民
の
側
に
立
つ
て
人
権
を
擁
護
す
る
弁
護
士
の
職
務
・
権
限
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
の

理
念
の
下
に
、
弁
護
人
（
憲
法
第
三
十
四
条
、
第
三
十
七
条
）
及
び
弁
護
士
（
同
第
七
十
七
条
）
と
い
う
職
能 

等
は
同
法
の
立
法
趣
旨
で
あ
る
人
権
擁
護
と
い
う
共
通
の
行
政
目
的
達
成
の
た
め
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

五 

 



 

(四 ) 

最
高
裁
判
所
は
、
司
法
修
習
生
の
実
務
修
習
の
責
任
を
弁
護
士
会
に
委
託
し
た
が
、
こ
の
法
律
に
よ
る

委
託
は
、
国
家
が
日
弁
連
等
に
対
し
、
い
か
な
る
権
限
が
あ
つ
て
な
し
た
も
の
と
考
え
る
か
。 

(三 ) 

裁
判
所
法
は
「
優
秀
な
弁
護
士
の
養
成
は
、
主
権
在
民
の
原
理
に
基
づ
く
国
家
の
責
任
で
あ
る
。
」
と
の

理
念
の
下
に
、
司
法
修
習
生
制
度
を
創
設
し
た
の
で
、
最
高
裁
判
所
は
弁
護
士
・
裁
判
官
・
検
察
官
を
司

法
研
修
所
で
養
成
す
る
法
曹
養
成
の
一
元
化
を
、
憲
法
実
施
と
同
時
に
実
施
し
た
も
の
と
考
え
る
が
、
右

理
念
は
正
し
い
か
。 

(二 ) 
政
府
は
、
新
憲
法
の
実
施
ま
で
に
、
更
に
そ
の
後
も
、
新
弁
護
士
法
の
制
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

つ
た
の
は
、
何
故
か
。 

仮

り
に
、
日
弁
連
等
が
単
な
る
「
公
益
法
人
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
費
用
の
か
か
る
右
実
務
修
習
は
、
国
家

が
自
ら
な
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
の
か
。 

人
の
規
定
を
置
い
て
新
弁
護
士
法
の
制
定
を
予
定
し
て
い
た
と
考
え
る
が
、
右
理
念
は
正
し
い
か
。 

六 

 



 

(八 ) 

一
万
一
千
余
名
の
弁
護
士
は
、
行
政
・
司
法
機
関
の
上
級
職
員
の
数
よ
り
も
多
く
、
定
年
制
の
あ
る
右

職
員
よ
り
も
学
識
・
経
験
が
優
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
国
民
の
人
権
を
立
派
に
擁
護
す
る
こ
と
が
で
き

る
実
力
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

(七 ) 

司
法
研
修
所
出
身
の
弁
護
士
は
一
万
一
千
余
名
の
弁
護
士
の
う
ち
の
八
千
余
名
に
達
し
た
が
、
右
八
千

余
名
の
弁
護
士
の
出
現
は
法
曹
養
成
一
元
の
効
果
の
顕
現
で
あ
る
。 

(六 ) 

最
高
裁
判
所
の
判
事
五
名
を
弁
護
士
か
ら
任
命
す
る
と
い
う
慣
行
は
、
官
憲
に
よ
る
人
権
侵
害
を
是
正

す
る
最
も
優
れ
た
方
法
で
あ
る
と
し
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

(五 ) 

司
法
試
験
は
法
務
省
が
、
養
成
は
最
高
裁
判
所
が
、
実
務
修
習
は
弁
護
士
会
・
裁
判
所
・
検
察
庁
が
行

い
、
弁
護
士
か
ら
、
い
つ
で
も
判
事
・
検
事
に
任
官
で
き
る
と
い
う
法
曹
一
元
の
制
度
は
、
主
権
在
民
の

原
理
を
実
施
す
る
た
め
の
最
も
効
果
的
な
制
度
で
あ
る
と
し
て
法
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。 

七 

 



 

五 

弁
護
士
が
行
う
弁
護
士
自
治
権
及
び
日
弁
連
等
が
行
う
団
体
自
治
権
は
、
弁
護
士
法
に
よ
り
国
家
統
治
権 

八 

 
 （

そ
し
て
、
右
実
力
こ
そ
、
四
権
分
立
制
度
の
基
盤
を
な
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
右
制
度
を
維
持

し
て
行
く
力
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

(九 ) 

最
高
裁
判
所
か
ら
弁
護
士
会
に
対
し
、
昭
和
五
十
年
度
に
支
払
わ
れ
た
司
法
修
習
生
四
九
〇
名
の
実
務

修
習
委
託
費
は
、
わ
ず
か
に
一
、
三
二
二
万
円
で
あ
り
、
日
弁
連
等
は
一
、
二
一
八
万
円
の
補
助
金
を
支
出

し
、
個
別
指
導
弁
護
士
の
出
費
及
び
損
失
は
一
億
円
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
と
算
定
さ
れ
た
が
、
政
府
は

右
の
事
実
を
認
識
し
て
い
た
か
。 

 

政
府
は
「
日
弁
連
等
及
び
弁
護
士
は
国
が
行
う
法
曹
養
成
に
つ
い
て
の
公
用
負
担
を
す
る
義
務
が
あ

る
。
」
と
考
え
る
か
。 

〇 

司
法
修
習
生
制
度
は
、
国
民
の
た
め
の
制
度
で
あ
る
か
ら
、
政
府
は
日
弁
連
等
に
対
し
前
記
の
公
用
負

担
に
つ
き
補
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

一  ）一 

一 （  ） 

 



 

(二 ) 

政
府
は
「
弁
護
士
法
は
、
弁
護
士
の
使
命
（
法
第
一
条
）
に
か
ん
が
み
、
弁
護
士
を
国
家
機
関
の
監
督
の

下
に
置
く
こ
と
が
妥
当
で
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

政
府
は
政
府
の
ほ
か
に
、
日
弁
連
等
と
い
う
国
家
の
行
政
機
関
の
存
在
を
認
定
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、 

(一 ) 

弁
護
士
法
は
行
政
法
で
あ
る
の
で
、
政
府
は
日
弁
連
等
が
行
う
行
政
に
つ
き
国
会
に
対
し
責
任
を
負
わ

ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
（
憲
法
第
六
十
六
条
第
三
項
）
。 

の
一
部
と
し
て
の
自
治
権
を
分
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
右
自
治
権
は
憲
法
の
国
民

主
権
の
原
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
は
右
及
び
次
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。 

2 

仮
り
に
、
政
府
が
右
責
任
を
負
わ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
国
の
行
政
機
関
の
大
本
で
あ
る
政
府
が
右

免
責
を
受
け
る
理
由
は
、
い
か
な
る
法
律
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の
か
。 

1 

政
府
が
右
責
任
を
負
う
と
す
る
な
ら
ば
、
政
府
は
右
責
任
を
負
う
だ
け
の
権
能
を
与
え
ら
れ
て
い
る

の
か
。 

九 

 



 

(五 ) 

前
号
の
よ
う
な
国
民
と
弁
護
士
間
の
法
律
関
係
が
、
弁
護
士
自
治
権
の
基
盤
と
な
つ
て
い
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
旧
憲
法
時
代
の
右
法
律
関
係
は
、
弁
護
士
自
治
権
の
創
設
に
よ
つ
て
革
命
的
変
革
を
遂
げ
た
も 

(四 ) 

弁
護
士
は
、
国
民
の
依
頼
に
基
づ
い
て
、
そ
の
代
理
人
又
は
弁
護
人
と
な
つ
て
法
律
事
務
を
行
う
こ
と

を
職
務
と
す
る
者
で
あ
る
か
ら
、
必
然
的
に
依
頼
者
の
信
頼
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
律
関
係
に
あ

る
た
め
に
、
弁
護
士
は
「
政
府
及
び
裁
判
所
に
よ
つ
て
監
督
さ
れ
る
必
要
が
な
い
。
」
と
の
法
原
理
に
基
づ

い
て
、
弁
護
士
自
治
権
が
創
設
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

(三 ) 

日
弁
連
等
及
び
弁
護
士
は
、
職
能
公
共
団
体
及
び
そ
の
構
成
員
と
し
て
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
に
よ
つ

て
監
督
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
正
し
い
か
。 

そ
し
て
、
右
制
度
が
実
在
す
る
か
ら
こ
そ
、
日
弁
連
等
は
、
そ
の
行
政
権
の
行
使
に
つ
き
国
民
に
対
し

て
責
任
を
負
つ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

四
権
分
立
制
度
は
実
在
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

一
〇 

 



 

六 

政
府
は
「
法
が
立
法
・
行
政
・
司
法
の
三
権
の
ほ
か
に
、
こ
れ
と
並
立
す
る
弁
護
士
自
治
権
と
い
う
第
四

権
を
創
設
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
な
い
。
」
と
断
定
し
て
い
る
が
、
右
は
誤
解
で
あ
つ
て
、
法
は
国
民
主
権

に
基
づ
き
弁
護
士
自
治
権
と
い
う
第
四
権
を
創
設
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
正
当
で
あ
る
と
考
え
る 

(七 ) 

政
府
が
日
弁
連
等
を
「
公
益
法
人
」
と
断
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
国
が
受
け
る
利
益
は
、
日
弁
連
等
か
ら

前
回
の
質
問
主
意
書
記
載
の
国
税
及
び
地
方
税
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
利
益
以
外
に
、
な
お
、
た
く

さ
ん
の
利
益
が
あ
る
の
か
。 

(六 ) 
政
府
は
、
日
弁
連
等
が
行
つ
た
公
権
力
の
行
使
に
よ
る
行
政
行
為
に
つ
き
、
国
が
国
家
賠
償
責
任
を
負

う
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
（
国
家
賠
償
法
第
一
条
）
。 

仮
り
に
、
国
が
右
責
任
を
負
わ
な
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
右
責
任
を
負
う
日
弁
連
等
は
「
憲
法
第
十
七

条
の
公
共
団
体
」
に
該
当
す
る
団
体
で
は
な
い
の
か
。 

の
で
あ
る
。 

一
一 

 



 

(三 ) 

国
民
は
国
会
議
員
を
選
挙
し
、
公
務
員
を
任
免
し
、
憲
法
改
正
を
承
認
す
る
時
は
国
家
機
関
で
あ
る
の

で
あ
る
か
ら
、
右
同
様
に
、
日
弁
連
等
は
、
弁
護
士
自
治
を
行
う
国
家
機
関
で
あ
る
。 

(二 ) 

政
府
は
、
国
民
に
対
し
権
力
を
行
使
す
る
地
位
に
あ
る
者
で
あ
り
、
弁
護
士
は
国
民
を
政
府
の
違
法
な

権
力
行
使
か
ら
擁
護
す
る
地
位
に
あ
る
者
で
あ
る
か
ら
、
日
弁
連
等
は
政
府
と
並
立
す
る
「
国
家
事
務
を

行
う
行
政
機
関
な
い
し
行
政
庁
で
あ
る
。
」
と
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

(一 ) 
憲
法
前
文
は
「
国
政
は
国
民
の
厳
粛
な
信
託
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
権
威
は
国
民
に
由
来
し
、

そ
の
権
力
は
国
民
の
代
表
者
が
こ
れ
を
行
使
し
」
と
う
た
つ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
政
府
が
行
う
行
政

権
は
国
民
の
信
託
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
日
弁
連
等
が
行
う
行
政
権
は
法
律
に
よ
り
政
府
が
行
つ
て
い
た

行
政
権
か
ら
分
割
し
て
、
統
治
権
か
ら
直
接
分
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
政
府
と
日
弁
連
は
対
等
の

地
位
に
あ
る
と
考
え
る
。 

が
、
政
府
は
右
及
び
次
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。 

一
二 

 



 

七 

日
弁
連
等
が
職
能
公
共
団
体
で
あ
る
こ
と
は
、
次
の
点
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

(一 ) 

公
共
団
体
は
、
そ
の
特
色
と
し
て
次
の
要
件
を
備
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
俵
静
夫
著
・
地
方
自
治
法
、

法
律
学
全
集
第
八
巻
六
九
頁
～
七
〇
頁
参
照
）
。 

(五 ) 

仮
り
に
、
前
号
の
考
え
が
お
か
し
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
第
四
権
を
創
設
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で

な
い
。
」
と
の
理
由
及
び
弁
護
士
法
の
規
定
し
て
い
る
行
政
権
を
ど
う
解
す
る
の
が
正
当
で
あ
る
の
か
。 

(四 ) 

政
府
は
、
国
家
作
用
が
立
法
・
行
政
・
司
法
の
三
権
と
右
三
権
に
対
立
す
る
弁
護
士
自
治
権
の
四
権
に

よ
つ
て
行
わ
れ
て
い
る
現
行
法
に
お
け
る
実
体
を
、
適
法
か
つ
正
当
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。 

1 

団
体
の
設
立
が
国
の
意
思
に
基
づ
い
て
い
る
。 

日
弁
連
等
は
、
弁
護
士
法
に
基
づ
き
弁
護
士
が
、
そ
の
設
立
を
強
制
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
（
弁
護
士

法
第
三
十
二
条
、
第
四
十
五
条
）
。 

一
三 

 



 

3 

団
体
の
目
的
達
成
の
た
め
に
、
必
要
な
公
権
力
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
（
前
同
条
）
。 

2 

団
体
の
目
的
が
法
律
に
よ
つ
て
一
定
さ
れ
、
自
ら
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
弁
護
士
法

第
三
十
一
条
、
第
四
十
五
条
）
。 

(2) 

政
府
は
右
公
権
力
の
行
使
に
つ
き
「
弁
護
士
の
使
命
に
か
ん
が
み
、
弁
護
士
を
国
家
機
関
の
監
督

の
下
に
置
く
こ
と
が
妥
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
事
務
を
行
つ
て
い
る

か
ら
と
い
つ
て
、
日
弁
連
等
が
自
治
行
政
機
関
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
」
と
断
定
し
て
い
る
が
、
右

は
誤
解
で
あ
つ
て
、
弁
護
士
に
対
す
る
監
督
事
務
は
本
来
、
統
治
権
の
う
ち
の
行
政
事
務
で
あ
つ
た

も
の
を
、
日
弁
連
等
が
、
行
政
主
体
と
し
て
主
権
在
民
の
憲
法
の
原
理
に
基
づ
き
、
統
治
権
か
ら
分

与
を
受
け
て
な
し
て
い
る
公
権
力
の
行
使
を
必
要
と
す
る
行
政
事
務
で
あ
り
、
日
弁
連
等
は
、
右
監 

(1) 

日
弁
連
は
法
に
よ
つ
て
弁
護
士
の
監
督
・
懲
戒
、
懲
戒
及
び
登
録
処
分
に
対
す
る
裁
決
権
等
の
公

権
力
を
行
使
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。 

一
四 

 



 

(5) 

日
弁
連
が
前
項
の
裁
決
を
な
す
に
は
、
日
弁
連
の
資
格
審
査
会
又
は
懲
戒
委
員
会
の
議
決
に
基
づ 

(4) 

政
府
は
、
日
弁
連
の
準
司
法
裁
判
権
の
行
使
に
つ
き
「
第
一
審
裁
判
権
を
日
弁
連
に
委
譲
し
た
も

の
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
」
と
断
定
し
て
い
る
が
、
右
は
誤
解
で
あ
つ
て
、
日
弁
連
が
準

司
法
裁
判
権
の
行
使
と
し
て
な
し
た
裁
決
に
対
し
て
は
「
東
京
高
等
裁
判
所
に
そ
の
取
消
の
訴
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
右
裁
決
が
行
政
事
件
訴
訟
に
対
す
る
第
一
審

地
方
裁
判
所
の
判
決
に
相
当
す
る
裁
決
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

(3) 
政
府
は
「
弁
護
士
が
行
う
弁
護
士
自
治
権
は
存
在
し
な
い
。
」
と
断
定
し
て
い
る
が
、
弁
護
士
は
昭

和
二
十
四
年
か
ら
弁
護
士
自
治
権
を
行
使
し
て
お
り
、
日
弁
連
等
は
同
年
か
ら
団
体
自
治
権
に
基
づ

い
て
行
政
を
執
行
し
て
き
た
の
で
あ
る
。 

督
事
務
を
自
己
の
職
務
・
権
限
と
し
て
執
行
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
日
弁
連
は
自
治
行

政
機
関
で
あ
る
。 

一
五 

 



 

(9) 

よ
つ
て
、
日
弁
連
等
は
統
治
権
に
基
づ
く
公
権
力
を
行
使
し
て
い
る
公
共
団
体
で
あ
る
か
ら
、
別

表
第
一
の
公
共
法
人
で
あ
る
。 

(8) 

法
人
税
法
の
別
表
第
二
の
「
公
益
法
人
等
」
の
中
で
、
日
弁
連
等
と
同
種
の
国
家
的
権
限
を
有
し
て

い
る
公
益
法
人
は
一
つ
も
な
い
。 

(7) 

ま
た
、
別
表
第
一
の
公
共
法
人
の
中
で
準
司
法
裁
判
権
を
行
使
し
て
い
る
法
人
は
一
つ
も
な
い
。 

(6) 

法
人
税
法
の
別
表
第
一
の
「
公
共
法
人
」
（
以
下
別
表
第
一
の
公
共
法
人
と
い
う
）
の
中
で
、
地
方
公

共
団
体
の
ほ
か
に
公
権
力
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
法
人
は
一
つ
も
な
い
。 

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
右
各
会
の
委
員
に
は
、
弁
護
士
の
委
員
の
ほ
か
に
東
京
高
等

裁
判
所
判
事
及
び
最
高
検
察
庁
検
事
か
ら
各
一
名
づ
つ
、
衆
議
院
又
は
参
議
院
の
各
法
制
局
長
の
い

ず
れ
か
一
名
が
委
嘱
さ
れ
て
裁
決
の
公
正
を
担
保
し
て
い
る
か
ら
、
当
然
に
第
一
審
地
方
裁
判
所
の

裁
判
が
省
略
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

一
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5 

団
体
の
目
的
遂
行
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。 

4 

団
体
の
目
的
達
成
の
た
め
に
、
国
か
ら
財
政
上
の
特
典
が
与
え
ら
れ
る
と
共
に
、
他
方
で
は
国
の
特

別
の
関
与
が
行
わ
れ
る
。 

(2) 

日
弁
連
等
は
、
前
記
の
と
お
り
、
弁
護
士
・
裁
判
官
・
検
察
官
を
養
成
す
る
国
家
目
的
を
遂
行
す

る
義
務
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
。 

(1) 

日
弁
連
等
は
、
団
体
自
治
に
基
づ
き
、
そ
の
行
政
事
務
遂
行
の
義
務
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
。 

(3) 

政
府
が
右
財
源
措
置
を
講
じ
て
い
た
な
ら
ば
、
こ
の
質
問
の
必
要
が
発
生
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。 

(2) 

国
が
日
弁
連
等
に
権
限
を
委
譲
し
た
と
き
に
は
、
政
府
は
日
弁
連
等
に
対
し
何
等
の
財
源
措
置
も

講
じ
な
か
つ
た
が
こ
れ
は
誠
に
不
当
な
こ
と
で
あ
る
。 

(1) 
国
が
地
方
公
共
団
体
に
権
限
を
委
譲
し
た
と
き
に
は
、
政
府
は
必
ず
財
源
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
地
方
自
治
法
第
二
百
二
十
三
条
）
。 

一
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(三 ) 

政
府
は
「
日
弁
連
等
を
国
の
行
政
機
関
と
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
」
と
断
定
し
て
い
る
が
、

右
は
誤
解
で
あ
つ
て
、
日
弁
連
等
は
国
か
ら
委
譲
を
受
け
た
権
限
に
基
づ
き
自
己
の
職
務
・
権
限
と
し 

 

て
、
そ
の
構
成
員
で
あ
る
弁
護
士
に
対
し
て
自
治
行
政
を
執
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
の
行
政
機

関
で
あ
る
。 

(二 ) 

日
弁
連
等
は
前
項
の

1
な
い
し

3
、
5
及
び

6
の
要
件
を
備
え
た
団
体
で
あ
る
か
ら
「
地
域
公
共
団
体
」

で
あ
る
と
共
に
、
弁
護
士
と
い
う
職
能
人
を
構
成
員
と
す
る
社
団
で
あ
る
か
ら
「
職
能
公
共
団
体
」
で
あ
る
。 

1 

政
府
は
、
国
が
公
共
団
体
に
権
限
を
委
譲
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
委
譲
を
受
け
た
団
体
は
、
自
己
の

権
限
と
し
て
そ
の
公
権
力
を
行
使
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
誤
解
し
て
い
る
。 

6 

団
体
を
任
意
に
解
散
す
る
自
由
が
認
め
ら
れ
な
い
。 

日
弁
連
等
は
、
弁
護
士
を
監
督
・
統
制
し
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
国
家
目
的
を
遂
行
す

る
公
共
法
人
で
あ
る
か
ら
解
散
の
自
由
が
な
い
。 

一
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九 

政
府
は
「
弁
護
士
法
が
「
法
令
に
よ
り
公
務
に
従
事
す
る
職
員
」
と
規
定
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
者
が 

八 

地
方
公
共
団
体
及
び
職
能
公
共
団
体
は
「
国
か
ら
独
立
し
て
公
の
行
政
を
行
わ
し
め
る
た
め
、
国
の
定
め

た
公
共
の
目
的
の
た
め
に
存
在
す
る
団
体
で
あ
り
、
公
の
行
政
主
体
た
る
地
位
を
有
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

一
定
の
地
域
を
基
礎
と
し
、
そ
の
区
域
内
の
構
成
員
に
対
し
て
支
配
権
を
有
す
る
公
共
団
体
で
あ
る
点
で
、

国
と
同
型
の
団
体
に
属
す
る
（
前
掲
俵
教
授
・
地
方
自
治
法
六
九
頁
参
照
）
。
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
右
は
正

し
い
か
。 

3 

政
府
は
、
さ
き
に
日
弁
連
と
日
税
連
の
権
限
を
比
較
し
た
時
、
行
政
権
の
委
譲
と
行
政
事
務
の
委
任

と
の
差
異
を
認
識
し
た
は
ず
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
を
混
同
し
て
、
公
共
法
人
と
公
益
法
人
の
識
別
を
し

な
か
つ
た
。 

2 

日
弁
連
等
は
、
国
の
行
政
事
務
を
行
う
ほ
か
に
、
団
体
本
来
の
事
務
を
執
行
し
て
い
る
こ
と
は
、
当

然
で
あ
る
。 

一
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一
〇 

政
府
は
「
我
が
国
に
お
い
て
、
国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
の
ほ
か
に
、
職
能
公
務
員
と
い
う
も
の
は

存
在
し
な
い
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
右
は
明
ら
か
に
誤
解
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

(四 ) 

従
つ
て
、
弁
護
士
会
館
は
当
然
に
公
務
所
と
な
る
の
で
あ
る
。 

(三 ) 

日
弁
連
等
の
会
長
・
副
会
長
は
、
毎
日
公
務
を
執
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

(二 ) 

日
弁
連
等
の
公
務
員
は
、
真
正
の
公
務
員
で
あ
る
。 

(一 ) 

政
府
は
「
弁
護
士
法
の
定
め
る
公
務
員
は
、
本
来
、
公
務
員
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
刑
法
上
だ
け
は
、

公
務
員
で
あ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
誠
に
お

か
し
い
。 

刑
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
務
に
従
事
す
る
職
員
で
あ
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
答
弁
し

て
い
る
が
、
右
は
誤
解
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

従
つ
て
、
当
然
に
刑
法
第
七
条
の
公
務
員
と
な
る
の
で
あ
る
。 

二
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一
一 

政
府
は
第
三
及
び
第
四
項
に
対
す
る
答
弁
に
お
い
て
、
「
法
人
税
法
の
別
表
第
一
の
公
共
法
人
は
、
国 

又
は
地
方
公
共
団
体
が
全
額
出
資
す
る
法
人
に
限
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
お
り
、
日
弁
連
等
を
公
共
法
人
に

追
加
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。
」
と
断
定
し
て
い
る
が
、
右
は
明
ら
か
に
弁
護
士
法
の
誤
解
で
あ
る
と
考 

え
る
が
、
ど
う
か
。 

(一 ) 

別
表
第
一
の
公
社
・
公
団
・
公
庫
は
公
法
上
の
財
団
法
人
で
あ
り
、
ま
た
、
公
社
・
公
団
は
運
送
業
・

建
築
業
な
ど
を
、
公
庫
は
金
融
業
を
営
む
公
共
法
人
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
も
職
能
公
共
法
人
と
分
類
で

き
る
の
で
あ
る
。 

(二 ) 

従
つ
て
、「
職
能
公
務
員
」
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
政
府
は
、
右
公
務
員
を
、

い
か
な
る
名
称
の
公
務
員
と
し
、
ま
た
、
い
か
な
る
団
体
所
属
の
公
務
員
と
す
る
考
え
で
あ
る
の
か
。 

(一 ) 

日
弁
連
等
所
属
の
公
務
員
は
公
権
力
を
行
使
し
て
い
る
の
で
、
弁
護
士
法
は
明
確
に
「
公
務
員
と
す
る
。
」

と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
現
在
約
千
五
百
名
の
公
務
員
が
実
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

二
一 

 



 

一
二 

政
府
は
、
第
五
項
の
地
方
税
法
に
つ
い
て
の
答
弁
に
お
い
て
、
法
人
の
事
業
税
（
そ
の
他
の
七
種
の
税

に
つ
い
て
も
大
体
同
様
）
に
つ
き
「
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
ほ
か
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
全
額
出
資
す

る
法
人
に
つ
い
て
全
面
的
に
非
課
税
と
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
お
り
、
日
弁
連
等
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
団

体
と
同
一
に
取
り
扱
う
こ
と
は
適
当
で
な
い
。
」
と
断
定
し
て
い
る
が
、
右
は
明
ら
か
に
法
の
誤
解
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

(四 ) 

日
弁
連
等
は
前
述
の
と
お
り
、
実
定
法
上
、
明
白
な
「
公
共
法
人
」
で
あ
る
か
ら
、
政
府
は
日
弁
連
等
を

法
人
税
法
の
別
表
第
一
の
「
公
共
法
人
」
に
追
加
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
。 

(三 ) 

政
府
は
、
日
弁
連
等
を
「
職
能
公
共
団
体
」
と
い
う
「
公
共
法
人
」
と
認
定
す
る
こ
と
に
つ
き
、
何
等
か
の

差
支
え
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
い
か
な
る
差
支
え
が
あ
る
の
か
、
伺
い
た
い
。 

(二 ) 

政
府
は
、
行
政
機
関
が
行
う
行
政
に
は
、
公
権
力
の
行
使
を
必
要
と
す
る
行
政
と
公
権
力
の
行
使
を
必

要
と
し
な
い
行
政
が
あ
る
こ
と
を
誤
解
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。 

二
二 

 



 

(四 ) 

政
府
は
、
右
免
除
に
つ
い
て
は
何
等
の
報
告
も
受
け
て
い
な
い
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
地
方
公
共
団
体

は
弁
護
士
会
と
密
着
し
た
生
活
を
し
て
い
る
た
め
、
弁
護
士
会
の
実
体
を
よ
く
認
識
し
て
い
た
の
で
右
免

除
を
し
た
も
の
で
あ
る
。 

(三 ) 

大
阪
、
横
浜
、
千
葉
県
、
静
岡
県
及
び
新
潟
県
の
各
弁
護
士
会
は
、
弁
護
士
会
館
を
新
築
し
た
と
き
に
、

不
動
産
取
得
税
、
固
定
資
産
税
を
賦
課
さ
れ
た
が
、
右
各
会
は
個
別
に
こ
れ
が
免
除
申
請
書
を
出
し
て
、

苦
労
の
う
え
、
い
ず
れ
も
こ
れ
を
免
除
さ
れ
た
。 

(二 ) 
日
弁
連
等
は
、
地
方
税
法
の
各
種
の
税
の
そ
れ
ぞ
れ
の
条
項
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
と
並
ん
で
「
非

課
税
の
範
囲
」
に
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。 

(一 ) 

日
弁
連
等
は
公
共
団
体
で
あ
る
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
と
同
一
に
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

従
つ
て
、
地
方
公
共
団
体
は
、
す
で
に
、
地
方
税
法
の
運
用
に
お
い
て
、
弁
護
士
会
を
非
課
税
法
人
と

し
て
取
り
扱
つ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
政
府
の
法
解
釈
よ
り
正
当
な
取
扱
い
を
し
て
い
る
も
の
と
考
え 

二
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一
三 
政
府
は
、
日
弁
連
等
を
「
登
録
免
許
税
法
別
表
第
二
の
非
課
税
法
人
に
追
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
日
弁
連
等
は
、
こ
の
要
件
に
該
当
し
て
い
な
い
の
で
、
別
表
第
二
の
非
課
税
法
人
と
す
る
こ
と
は
適
当
で

な
い
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
右
は
明
白
な
法
の
誤
解
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

(三 ) 

政
府
は
、
前
項

(三 )
記
載
の
五
弁
護
士
会
が
そ
の
新
築
の
弁
護
士
会
館
に
つ
き
登
録
免
許
税
の
調
達
が
困

難
で
あ
る
た
め
に
、
い
ず
れ
も
所
有
権
保
存
の
登
記
を
し
て
い
な
い
事
実
を
知
つ
て
い
る
か
。
仮
り
に
知

つ
て
い
る
と
す
れ
ば
右
は
誠
に
お
気
の
毒
で
あ
る
の
で
、
速
や
か
に
、
法
律
改
正
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

(二 ) 

よ
つ
て
、
日
弁
連
等
は
、
別
表
第
二
の
「
非
課
税
法
人
」
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど

う
か
。 

(一 ) 

日
弁
連
等
は
、
実
定
法
上
、
明
白
な
公
共
法
人
で
あ
る
。 

る
が
、
ど
う
か
。 

二
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第
二 
弁
護
士
に
対
す
る
不
当
課
税
の
是
正
に
つ
い
て 

一 

政
府
は
「
一
、
二
及
び
五
記
載
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
、
そ
の
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
右
事
実
関
係
を
認
識
す
れ
ば
、
本
件
不
当
課
税
が
お
の
ず
か
ら

明
白
に
な
る
も
の
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
右
答
弁
は
、
政
府
が
日
弁
連
等
の
行
政
行
為
に
対
し
何
等
の
監

督
統
制
の
権
限
が
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
つ
て
、
従
つ
て
、
政
府
は
日
弁
連
が
行
う
弁
護
士
登
録
に
つ
き
登
録

税
（
以
下
弁
護
士
登
録
税
と
い
う
）
を
課
税
す
る
権
限
が
な
い
の
が
相
当
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

二 

政
府
は
、
日
弁
連
等
が
昭
和
二
十
四
年
九
月
一
日
か
ら
「
課
税
主
体
に
な
つ
た
」
事
実
に
つ
い
て
は
、
何
等

の
法
解
釈
も
示
さ
な
か
つ
た
が
、
公
共
団
体
は
租
税
法
上
、
当
然
に
課
税
主
体
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

日
弁
連
が
右
同
日
か
ら
弁
護
士
の
「
登
録
税
」
を
「
登
録
料
」
と
い
う
名
称
に
変
更
し
て
、
旧
登
録
税
と
同
額
の

登
録
料
を
徴
収
す
る
こ
と
に
し
た
の
は
、
適
法
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

(一 ) 

日
弁
連
等
は
、
職
能
公
共
団
体
で
あ
る
か
ら
、
課
税
主
体
と
な
る
適
格
を
有
す
る
団
体
で
あ
る
の
で
、 

二
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四 

政
府
は
「
過
去
い
か
な
る
時
点
に
お
い
て
も
二
重
課
税
が
発
生
し
た
事
実
は
な
い
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、

日
弁
連
は
昭
和
二
十
四
年
九
月
一
日
か
う
昭
和
三
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
弁
護
士
登
録

税
を
徴
収
し
た
事
実
が
な
か
つ
た
こ
と
は
「
登
録
取
扱
規
則
」
に
よ
つ
て
一
見
明
白
で
あ
る
か
ら
、
政
府
は
現 

三 

政
府
は
「
地
方
公
共
団
体
の
長
が
行
う
二
級
建
築
士
の
登
録
に
つ
き
、
登
録
税
を
課
税
す
る
権
限
が
な
い
」

と
答
弁
し
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
公
共
団
体
で
あ
る
日
弁
連
が
行
う
弁
護
士
登
録
に
つ
き
、
政

府
は
登
録
税
を
課
税
す
る
権
限
が
な
い
と
断
定
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

(三 ) 

弁
護
士
は
会
費
を
滞
納
し
た
と
き
は
懲
戒
さ
れ
、
退
会
命
令
又
は
除
名
処
分
を
さ
れ
る
の
で
あ
る
か 

ら
、
右
会
費
は
日
弁
連
等
に
よ
つ
て
強
制
的
に
徴
収
さ
れ
る
納
付
金
で
あ
る
。 

(二 ) 
弁
護
士
は
、
日
弁
連
等
に
強
制
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
右
会
費
及
び
登
録
料
は

強
制
的
に
徴
収
さ
れ
る
金
銭
で
あ
る
か
ら
、
租
税
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。 

会
費
及
び
登
録
料
と
い
う
名
目
で
国
の
行
政
を
行
う
費
用
を
徴
収
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

二
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五 

政
府
が
仮
り
に
日
弁
連
を
「
公
益
法
人
」
と
断
定
し
て
い
た
と
し
て
も
、
国
家
機
関
の
監
督
の
及
ば
な
い
公

益
法
人
が
取
扱
い
を
し
て
い
る
弁
護
士
登
録
に
対
し
登
録
税
を
賦
課
し
、
こ
れ
が
徴
収
を
命
ず
る
こ
と
は
、

税
務
行
政
に
お
け
る
正
義
に
反
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

六 

福
原
忠
男
弁
護
士
著
の
「
弁
護
士
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
」（
八
四
頁
）
は
、
弁
護
士
登
録
税
の
徴
収
に
つ
き

「
弁
護
士
の
登
録
制
度
の
特
殊
性
に
か
ん
が
み
る
と
、
実
質
的
に
は
二
重
課
税
に
な
る
も
の
と
し
て
、
疑
問

の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
政
府
は
右
二
重
課
税
に
つ
き
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

七 

政
府
は
弁
護
士
登
録
税
に
つ
い
て
は
、
郵
政
省
主
管
の
印
紙
収
入
の
款
、
項
、
目
の
歳
入
と
し
て
予
算
及

び
決
算
に
計
上
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
政
府
は
弁
護
士
以
外
の
「
人
の
資
格
の
登
録
税
」
に
つ
い
て

は
、
そ
の
登
録
機
関
か
ら
、
歳
入
の
予
算
・
決
算
に
関
す
る
報
告
を
受
け
て
い
た
が
、
日
弁
連
か
ら
は
何
等 

在
に
お
い
て
も
登
録
税
を
徴
収
す
る
権
限
が
な
い
も
の
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

二
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九 

政
府
は
、
日
弁
連
の
行
う
行
政
に
つ
き
何
等
の
権
限
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
弁
護
士
登
録
税
の
規
定
の 

八 

政
府
は
「
日
弁
連
は
登
録
税
法
第
二
十
五
条
の
登
記
機
関
で
あ
る
か
ら
、
登
録
す
る
と
き
に
、
登
録
税
の

納
付
の
事
実
を
確
認
し
な
い
ま
ま
登
録
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
右
は
誠
に
お
か

し
い
と
考
え
る
の
で
、
次
の
点
に
つ
き
、
ど
う
考
え
る
か
、
理
由
を
伺
い
た
い
。 

(三 ) 

従
つ
て
、
日
弁
連
は
政
府
に
対
し
、
弁
護
士
登
録
税
の
徴
収
を
報
告
す
る
権
能
が
な
い
。 

(二 ) 

日
弁
連
は
、
仮
り
に
、
弁
護
士
登
録
税
を
収
入
印
紙
を
も
つ
て
納
付
す
る
も
の
が
あ
つ
て
も
、
右
収
入

印
紙
を
消
印
す
る
職
務
権
限
が
な
い
も
の
で
あ
る
。 

(一 ) 

日
弁
連
は
、
政
府
に
対
し
独
立
の
登
録
機
関
で
あ
る
か
ら
、
右
第
二
十
五
条
の
登
記
機
関
に
は
該
当
し

な
い
も
の
で
あ
る
。 

の
報
告
も
受
け
て
い
な
か
つ
た
の
に
、
こ
れ
が
督
促
を
し
て
い
な
か
つ
た
こ
と
は
、
弁
護
士
に
対
し
て
は
弁

護
士
登
録
税
の
課
税
権
が
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

二
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二
九 

削
除
に
つ
い
て
は
、
日
弁
連
が
議
員
立
法
に
よ
つ
て
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
ど
う
か
。 

一
〇 
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
日
弁
連
は
課
税
主
体
と
し
て
弁
護
士
登
録
税
に
代
え
て
、
登
録
料
を

徴
収
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
旧
登
録
税
法
第
七
条
の
規
定
は
死
文
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

登
録
免
許
税
法
別
表
第
一
の
二
十
三
の

(一 )
の
規
定
は
削
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う 

か
。 

右
質
問
す
る
。 


